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城
地
孝
著
『
長
城
と
北
京
の
朝
政
』

奥

山

憲

夫

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
著
者
が
二
〇
〇
九
年
に
北

海
道
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
も
と
に
加
筆
・
修
正
を
加
え

た
も
の
で
、
本
文
四
二
九
頁
・
中
文
摘
要
・
索
引
一
九
頁
か
ら
な

る
。
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

序
章

第
一
章

皇
帝
「
親
栽
」
に
翻
弄
さ
れ
た
オ
ル
ド
ス
回
復
計
画

（「
明
嘉
靖
「
復
套
」
考
」〈『
集
刊
東
洋
学
』
九
八
・
二
〇
〇

七
年
〉）

第
二
章

朝
貢
の
理
念
と
現
実
（「
明
嘉
靖
馬
市
考
」〈『
史
学

雑
誌
』
一
二
〇
―
三
・
二
〇
一
一
年
〉）

第
三
章
「
顧
問
団
」
か
ら
「
行
政
府
」
へ
（「
張
居
正
政
治
的

生
成
過
程
」〈
北
京
大
学
歴
史
系
編
『
北
大
史
学
』
一
三
・

二
〇
〇
八
年
〉）

付
章
『
少
保
鑑
川
王
公
督
府
奏
議
』
と
『
兵
部
奏
疏
』

第
四
章
「
行
政
府
」
型
内
閣
の
光
と
影
�
（「
隆
慶
和
議
の
政

治
過
程
」〈『
東
洋
学
報
』
九
六
―
二
・
二
〇
〇
四
年
〉）

第
五
章
「
行
政
府
」
型
内
閣
の
光
と
影
�
（「
陝
西
に
お
け
る

互
市
実
施
を
め
ぐ
っ
て
」〈『
東
方
学
』
一
一
七
・
二
〇
〇
九

年
〉）

第
六
章

朝
政
の
舞
台
裏
（「
丹
陽
布
衣
邵
芳
考
」〈『
東
洋
史

研
究
』
六
八
―
三
・
二
〇
〇
九
年
〉）

第
七
章

明
代
廷
議
に
お
け
る
意
見
集
約
を
め
ぐ
っ
て
（「
俺

答
封
貢
与
隆
慶
五
年
（
一
五
七
一
）
三
月
的
廷
議
」〈『
第
十

三
届
明
史
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
二
〇
一
一
年
〉）

終
章

各
章
題
の
下
に
も
と
に
な
っ
た
論
考
名
を
付
し
た
が
、
こ
れ
か

書

評書

評
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ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
章
は
、
著
者
が
二
〇
〇
四
年
以
来
、
各
種

雑
誌
に
発
表
し
て
き
た
七
本
の
論
考
を
も
と
に
し
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
発
表
年
次
を
み
れ
ば
、
著
者
が
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
殆
ど

連
年
、
立
て
続
け
に
発
表
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
発
表
誌
は

い
ず
れ
も
査
読
付
き
の
全
国
誌
で
あ
り
、
こ
の
間
の
著
者
の
研
究

の
充
実
ぶ
り
が
窺
え
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
従
来
、
明
末
清
初
期
に
つ
い
て
は
社
会
経
済

史
或
い
は
賦
役
制
度
史
の
研
究
が
主
流
で
膨
大
な
成
果
が
あ
る
が
、

他
の
分
野
、
特
に
政
治
史
は
最
も
基
本
的
な
分
野
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
閑
却
さ
れ
て
き
た
。
公
刊
さ
れ
た
著
書
と
し
て
小
野
和
子

氏
の
『
明
季
党
社
考
』
が
あ
り
、
東
林
党
・
復
社
を
中
心
と
し
た

政
治
史
・
言
論
史
・
知
識
人
史
の
分
野
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら

れ
た
が
、
ま
だ
手
付
か
ず
で
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
本
書
は
、

著
者
が
序
章
で
「
と
く
に
対
モ
ン
ゴ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

を
主
軸
と
し
て
、
当
時
の
明
朝
政
治
の
具
体
像
を
え
が
き
だ
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
嘉
靖
・
隆
慶

期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
題
材
と
し
て
、
皇
帝
・
内
閣
・
六
部
・

科
道
官
・
現
地
の
督
撫
等
の
動
き
を
丹
念
に
検
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
明
朝
の
政
策
決
定
過
程
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
代
で
い
え
ば
小
野
和
子
氏
が
扱
わ
れ

た
時
期
の
す
ぐ
前
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
、
内
閣
の
あ
り
方
な
ど

連
動
す
る
も
の
が
あ
っ
て
極
め
て
興
味
深
い
。
ま
ず
章
立
て
に
沿

っ
て
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
章
で
は
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
嘉

靖
二
五
〜
二
七
年
の
オ
ル
ド
ス
回
復
計
画
に
注
目
し
、
官
僚
に
よ

る
政
策
提
案
・
関
係
部
署
で
の
審
議
・
大
学
士
に
よ
る
票
擬
と
い

う
一
連
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
と
、
こ
れ
を
受
け
た
世
宗
の
案

件
決
裁
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
い
る
。
最
初
に
、
陝
西
三
辺
総
督

曹
銑
の
復
套
の
建
議
に
始
ま
り
、
大
学
士
夏
言
の
支
持
、
兵
部
尚

書
陳
経
に
代
表
さ
れ
る
中
央
・
地
方
官
僚
の
慎
重
姿
勢
、
こ
の
間

の
厳
崇
の
動
向
等
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
結
局
、
世
宗
の
意
向

に
よ
っ
て
計
画
が
突
然
中
止
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
詳
述
し
た
。

こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
理
想
主
義
・
原
則
主
義
的
な
世
宗
の
政
治

方
針
や
、
官
僚
の
政
策
審
議
・
政
務
遂
行
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
異
な

る
帝
の
案
件
決
裁
の
様
子
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
著
者
は
、
諭

旨
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
復
套
計
画
が
諭
旨
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た

こ
と
に
注
目
し
、「
皇
帝
親
裁
」
を
志
向
す
る
世
宗
の
姿
勢
が
、

徒
ら
に
官
界
の
混
乱
を
招
い
た
こ
の
事
件
は
、
官
僚
た
ち
の
政
策

審
議
と
皇
帝
の
案
件
決
裁
の
乖
離
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
隆
慶
期

の
政
治
の
出
発
点
に
な
っ
た
と
位
置
づ
け
る
。
こ
こ
で
本
著
を
貫

く
テ
ー
マ
と
な
る
政
府
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
内
閣
の
権
限

強
化
、
皇
帝
の
政
治
姿
勢
と
そ
の
影
響
等
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
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が
、
個
人
の
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
上
奏
文
や
書
簡
等
を
多
用

し
て
各
官
僚
の
生
の
意
見
が
示
さ
れ
迫
力
が
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
前
章
を
受
け
て
嘉
靖
馬
市
を
と
り
あ
げ
、
庚
戌

の
変
後
、
交
易
を
も
と
め
る
ア
ル
タ
ン
の
圧
力
が
強
ま
る
な
か
で
、

強
硬
姿
勢
を
維
持
す
る
世
宗
と
、
実
際
に
問
題
に
対
峙
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
央
・
地
方
の
官
僚
の
間
に
あ
っ
て
、
内
閣
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
最
初
に
、

ア
ル
タ
ン
の
朝
貢
要
求
に
対
し
て
、
こ
れ
を
容
認
し
よ
う
と
す
る

徐
階
ら
の
官
僚
層
の
主
張
や
、
朝
貢
の
形
を
と
ら
な
い
交
易
を
め

ざ
す
咸
寧
侯
仇
鸞
ら
の
立
場
な
ど
、
様
々
な
路
線
の
違
い
と
、
強

硬
に
ア
ル
タ
ン
征
討
を
も
と
め
る
世
宗
の
姿
を
示
す
。
つ
い
で
こ

の
よ
う
な
世
宗
の
姿
勢
に
批
判
的
な
宣
大
総
督
・
薊
遼
総
督
等
の

地
方
官
や
兵
部
の
反
応
と
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
大
学
士
厳
崇
が
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
世
宗

が
意
欲
を
示
す
ア
ル
タ
ン
征
討
を
回
避
す
べ
く
、
と
り
あ
え
ず
交

易
実
施
に
よ
っ
て
休
戦
状
態
を
も
た
ら
し
、
そ
の
間
に
軍
備
増
強

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
馬
市
開
催
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の

経
緯
を
、
当
事
者
の
文
集
等
の
史
料
に
よ
っ
て
丹
念
に
あ
と
づ
け

た
。
最
後
に
、
馬
市
の
利
益
を
主
張
し
た
仇
鸞
の
死
に
よ
っ
て
北

辺
の
政
策
が
転
換
さ
れ
、
世
宗
が
馬
市
を
全
面
禁
絶
す
る
に
至
る

過
程
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
現
実
離
れ
し
た
ア
ル
タ
ン

征
討
に
固
執
す
る
世
宗
に
対
し
、
こ
れ
に
批
判
的
な
官
僚
層
の
意

向
に
沿
い
つ
つ
、
事
態
の
軟
着
陸
を
は
か
る
べ
く
調
整
に
動
く
大

学
士
厳
崇
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な

帝
の
決
裁
と
、
官
僚
の
政
策
審
議
・
政
務
遂
行
の
プ
ロ
セ
ス
の
間

を
と
り
も
つ
調
整
弁
と
し
て
の
役
割
に
嘉
靖
期
の
内
閣
の
特
徴
を

み
る
。

第
三
章
で
は
、
本
章
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
隆
慶
和
議
を
考

察
す
る
前
段
階
と
し
て
、
嘉
靖
期
と
隆
慶
期
で
内
閣
の
あ
り
方
が

ど
う
変
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
の
為
に
文
集
を
駆

使
し
て
大
学
士
一
人
一
人
の
内
閣
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
指
摘
す
る
の
は
、
世
宗
は
皇
帝
親
裁
を
志
向
し
た
た
め
、
閣

臣
の
増
員
に
は
消
極
的
だ
っ
た
が
、
案
件
の
可
否
判
断
を
内
閣
に

委
ね
る
傾
向
が
強
か
っ
た
穆
宗
は
、
政
見
の
如
何
や
他
大
学
士
と

の
関
係
に
拘
ら
ず
、
裕
王
時
代
の
講
官
経
験
者
な
ど
、
自
ら
の
信

頼
す
る
も
の
を
閣
臣
に
起
用
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
い
で
、
首
輔
と
な
っ
た
徐
階
の
政
治
手
法
を
分
析
し
、

閣
臣
間
だ
け
で
な
く
、
内
閣
と
諸
司
・
科
道
官
・
地
方
官
も
含
め

て
、
多
数
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
諸
職
の
間
を
調
整
し
つ
つ
政
治

を
運
営
す
る
公
論
重
視
の
立
場
を
と
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
こ
に
は
、

内
閣
は
皇
帝
の
顧
問
と
し
て
、
案
件
の
緩
急
、
覆
奏
の
当
否
を
判

断
し
つ
つ
、
票
擬
の
作
製
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
権
公
治

書

評

二
一
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的
な
政
治
運
営
を
目
指
す
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

次
の
節
で
は
、
徐
階
辞
任
後
の
内
閣
に
つ
い
て
李
春
芳
・
陳
以

勤
・
趙
貞
吉
・
高
拱
・
張
居
正
の
政
治
姿
勢
・
内
閣
観
を
一
人
ず

つ
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
李
春
芳
と
陳
以
勤
は
、
徐
階
と
同
様

に
、
公
論
を
重
視
し
、
閣
内
や
中
央
・
地
方
の
諸
職
と
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
い
こ
う
と
す
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
が
、
趙
貞
吉
・
高
拱
・

張
居
正
は
大
学
士
を
政
務
推
進
の
主
体
と
み
る
立
場
だ
っ
た
と
す

る
。
当
然
閣
内
で
対
立
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
隆
慶
三
年
九
月
、

大
同
方
面
へ
の
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
に
対
処
し
た
地
方
官
の
処
分
を

め
ぐ
っ
て
、
厳
罰
を
主
張
す
る
趙
貞
吉
と
、
北
辺
の
官
僚
を
優
遇

し
つ
つ
辺
防
の
充
実
を
め
ざ
す
高
拱
が
激
し
く
対
立
し
た
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。
隆
慶
四
年
一
一
月
の
趙
貞
吉
の
辞
任
後
、
首
輔

と
な
っ
た
高
拱
の
も
と
で
、
大
学
士
は
、
皇
帝
を
た
す
け
て
政
務

全
般
に
責
任
を
負
う
「
輔
弼
の
臣
」
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
の
宰
相
と
し
て
の
地
位
を
固
め
た
と
述
べ
る
。
以
上

の
考
察
を
う
け
て
、
世
宗
と
穆
宗
の
政
治
姿
勢
の
相
違
を
背
景
に
、

内
閣
の
性
格
が
「
顧
問
団
」
的
な
も
の
か
ら
「
行
政
府
」
に
転
換

し
た
と
結
論
す
る
。

第
四
章
で
は
、
隆
慶
四
年
九
月
の
バ
ハ
ン
ナ
ギ
の
投
降
か
ら
、

五
年
三
月
に
ア
ル
タ
ン
に
対
す
る
王
号
授
与
・
朝
貢
・
互
市
実
施

の
許
可
が
で
る
ま
で
の
間
の
、
政
府
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

明
ら
か
に
し
た
。
付
章
で
紹
介
し
た
新
史
料
を
駆
使
し
、
和
議
推

進
派
だ
け
で
な
く
、
消
極
派
・
反
対
派
を
含
む
官
界
全
体
の
動
き

を
あ
と
ず
け
、
そ
の
過
程
で
内
閣
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た

の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
バ
ハ
ン
ナ
ギ
の
投
降
を
受
け
、
こ
れ

を
対
ア
ル
タ
ン
政
策
に
利
用
す
る
為
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
総
督

王
崇
古
、
こ
れ
に
消
極
的
で
慎
重
な
態
度
を
維
持
す
る
兵
部
尚
書

郭
乾
の
間
に
あ
っ
て
、
内
閣
は
穆
宗
に
直
接
働
き
か
け
、
兵
部
の

覆
議
を
退
け
王
崇
古
の
建
議
に
沿
っ
た
決
定
を
下
し
た
と
い
う
。

こ
の
間
、
大
学
士
と
王
崇
古
の
間
に
密
接
な
意
見
の
交
換
が
あ
っ

た
こ
と
が
リ
ア
ル
に
示
さ
れ
迫
真
性
に
富
む
。
次
節
で
は
ア
ル
タ

ン
の
要
求
す
る
封
貢
・
互
市
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現

地
の
王
崇
古
は
そ
の
実
施
を
も
と
め
た
が
、
兵
部
尚
書
郭
乾
は
当

該
地
区
の
巡
撫
・
総
兵
官
等
の
意
見
集
約
を
要
求
し
て
慎
重
だ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
高
拱
ら
の
内
閣
が
、

王
崇
古
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
前
線
の
要
請
に
沿
う
か
た
ち
で

決
定
に
持
ち
込
ん
だ
経
緯
が
示
さ
れ
る
。
次
に
王
崇
古
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
封
貢
八
議
」
と
称
す
る
実
施
要
領
の
決
定
を
め
ぐ
る
政

府
内
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
。
科
道
官
の
多
く
は
和
議
そ
の
も

の
に
慎
重
で
、
隆
慶
五
年
三
月
二
日
に
開
か
れ
た
廷
議
で
は
、
兵

部
尚
書
郭
乾
は
賛
否
両
論
を
集
約
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大

学
士
が
三
月
八
日
に
日
講
の
場
で
穆
宗
に
面
奏
し
、
九
日
に
互
市

史
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が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
山
西
に
お
け
る
互
市
場
の
設
定
や
互

市
・
撫
賞
の
財
源
等
の
具
体
的
な
決
定
に
つ
い
て
も
、
慎
重
な
兵

部
を
押
し
切
っ
て
内
閣
が
主
導
し
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
章
で
は
、

可
否
判
断
を
内
閣
に
丸
投
げ
し
、
政
務
に
対
す
る
意
欲
に
貧
し
い

穆
宗
の
も
と
で
、
政
策
決
定
の
各
段
階
で
の
合
意
形
成
を
重
視
す

る
兵
部
、
迅
速
に
現
地
の
情
勢
に
応
じ
た
施
策
を
実
行
す
べ
く
、

兵
部
の
頭
越
し
に
現
地
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
独
自
に
政

策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
内
閣
、
こ
れ
を
批
判
す
る
科
道
官
の
姿

を
詳
述
し
た
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
内
閣
の
あ
り
方
を
「
行
政

府
」
型
内
閣
と
称
す
る
。

第
五
章
で
は
、
ア
ル
タ
ン
の
封
貢
・
互
市
の
承
認
を
主
導
し
た

「
行
政
府
」
型
内
閣
の
負
の
面
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
取
り
上
げ

た
の
は
ア
ル
タ
ン
の
甥
ノ
ヤ
ン
ダ
ラ
ら
の
オ
ル
ド
ス
の
モ
ン
ゴ
ル

諸
侯
に
対
す
る
封
貢
許
可
と
陝
西
で
の
互
市
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ

る
。
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
主
に
『
兵
部
奏
疏
』
を
使
っ
て
封
貢
・
互
市
承
認
に
至
る
政

治
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
宣
府
・
大
同
・
山
西
を
管
轄
す

る
王
崇
古
の
要
請
を
受
け
て
、
封
貢
・
互
市
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
中
央
の
張
居
正
・
張
四
維
ら
の
活
発
な
動
き
の
中
で
、
オ
ル
ド

ス
諸
侯
の
封
貢
と
陝
西
で
の
互
市
は
未
決
定
の
ま
ま
だ
っ
た
。
兵

部
は
現
地
の
督
撫
に
可
否
を
判
断
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
陝
西
三

辺
総
督
王
之
誥
は
、
客
商
の
不
在
・
撫
賞
の
財
源
不
足
等
を
理
由

に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
。
王
之
誥
の
建
議
を
受
け
た
兵
部
尚
書

郭
乾
は
、
互
市
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
が
、

高
拱
・
張
居
正
・
張
四
維
・
王
崇
古
ら
の
推
進
派
は
こ
れ
に
強
く

反
発
し
た
。
郭
乾
の
辞
任
後
に
兵
部
を
代
表
し
た
左
侍
郎
谷
中
虚

は
、
総
督
戴
才
に
陝
西
の
督
撫
の
意
見
集
約
を
も
と
め
た
が
、
こ

の
間
、
張
居
正
が
和
議
実
現
に
む
け
て
陝
西
の
督
撫
に
直
接
働
き

か
け
て
い
た
。
総
督
戴
才
の
題
奏
は
、
王
之
誥
と
同
様
に
、
客
商

の
不
在
・
撫
賞
の
財
源
不
足
・
交
易
品
の
調
達
困
難
を
指
摘
し
て
、

陝
西
で
の
互
市
を
不
可
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
月
一
三
日

に
現
地
の
督
撫
の
建
議
を
却
下
す
る
か
た
ち
で
実
施
が
決
定
さ
れ

た
と
い
う
。
著
者
は
、
陝
西
で
の
互
市
に
現
地
の
督
撫
が
反
対
し

た
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
の
懸
念
は
、
万
暦
一
八
年
の
�
河

の
変
や
二
〇
年
の
ボ
ハ
イ
の
乱
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
指
摘

す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
強
引
に
封
貢
・
互
市
承
認
を
主
導
し
た

「
行
政
府
」
型
内
閣
の
負
の
面
を
み
る
。

第
六
章
で
は
、
視
点
を
変
え
、
正
規
の
政
策
決
定
の
背
後
で

様
々
に
活
動
し
た
在
野
の
政
客
に
注
目
し
、
丹
陽
出
身
の
布
衣
邵

芳
に
つ
い
て
、
上
海
図
書
館
蔵
『
邵
氏
宗
譜
』
所
収
の
「
養
庵
公

伝
」
を
主
な
史
料
と
し
て
そ
の
活
動
を
描
い
た
。
邵
芳
は
、
鳳
陽

巡
撫
蔡
克
廉
、
つ
い
で
胡
宗
憲
の
幕
客
と
な
っ
た
が
、
特
に
胡
宗

書
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憲
の
幕
府
で
対
倭
寇
政
策
の
実
施
に
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
官
僚

の
譚
綸
・
胡
松
、
武
臣
の
戚
継
光
・
兪
大
猷
ら
と
面
識
を
得
て
、

官
界
に
広
い
人
脈
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
、
邵
芳
は
高
拱
の
幕
客

と
し
て
、
そ
の
中
央
政
界
へ
の
復
帰
工
作
に
活
躍
し
た
が
、
著
者

は
、
そ
の
間
の
邵
芳
の
行
動
に
、
官
僚
が
表
立
っ
て
で
き
な
い
こ

と
を
引
き
受
け
る
よ
ご
れ
役
・
怨
ま
れ
役
と
し
て
の
幕
客
の
あ
り

方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
邵
芳
の
ほ
か
に
も
呂
光
・
何
心

隠
等
の
政
客
の
活
動
に
つ
い
て
も
述
べ
、
在
野
の
政
客
は
一
方
的

に
官
僚
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
官
僚
の
側
も
積
極
的
に

政
客
の
力
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
っ
た
と

す
る
。
著
者
は
そ
こ
に
あ
る
種
の
開
放
性
を
も
っ
た
明
代
後
期
の

政
治
世
界
の
特
徴
を
み
よ
う
と
す
る
。

第
七
章
で
は
、
廷
議
を
取
り
上
げ
、
政
府
の
意
見
集
約
の
あ
り

よ
う
と
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
皇
帝
専
制
の
実
態
を
さ
ぐ
っ
た
。
廷

議
は
参
加
者
が
数
十
人
か
ら
一
〇
〇
人
に
も
及
ぶ
中
央
官
僚
の
全

体
会
議
と
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
明
初
に
は
皇
帝
自
ら
会
議
を

主
催
し
て
、
官
僚
は
御
前
で
面
議
し
、
諭
旨
も
口
頭
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
し
か
し
、
英
宗
が
幼
少
で
即
位
す
る
と
、
官
僚
の
み
で
協

議
し
、
結
果
を
答
申
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
、
正
統
六
年
以

後
は
、
事
前
に
審
議
事
項
を
記
し
た
文
書
を
配
布
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
更
に
隆
慶
四
年
以
後
は
、
参
加
者
に
事
前
に
意
見
を
書
か

せ
議
場
に
持
参
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
題
疏
を
事
前

に
参
加
者
に
送
り
、
参
加
者
は
当
日
闕
左
門
に
集
ま
っ
て
議
単
を

提
出
し
て
署
名
し
て
帰
る
だ
け
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
主
催
者
が

当
日
中
に
覆
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
都
合
上
、
覆
疏
の
原
案
が

前
も
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ

う
に
廷
議
の
あ
り
方
は
口
頭
に
よ
る
面
議
か
ら
文
書
化
が
進
ん
だ

が
、
廷
議
そ
の
も
の
は
明
代
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
。
著
者
は
、

隆
慶
元
年
・
万
暦
二
年
・
一
二
年
の
王
守
仁
の
文
廟
従
祀
問
題
、

隆
慶
五
年
の
ア
ル
タ
ン
封
貢
問
題
を
め
ぐ
る
廷
議
を
詳
細
に
検
討

み
な

し
、
そ
こ
に
公
議
を
尽
し
「
衆
言
僉
同
じ
」
状
態
に
至
る
の
を
待

つ
こ
と
が
慣
習
と
し
て
浸
透
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
考
え

方
の
根
本
に
は
、
今
日
の
多
数
決
の
よ
う
に
、
人
数
の
多
寡
に
よ

っ
て
案
件
を
決
定
す
る
の
は
、
反
対
意
見
を
封
じ
、
帝
の
決
裁
権

を
犯
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
の

内
閣
の
専
権
に
対
す
る
根
強
い
批
判
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な

意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
以
上
、
章
立
て
に
沿
っ

て
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

巻
末
に
付
さ
れ
た
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
引
用
史
料
は
、
従
来
使

用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
少
保
鑑
川
王
公
督
府
奏
議
』・『
兵
部
奏

疏
』
を
含
む
九
七
種
、
参
照
し
た
日
・
中
・
英
文
の
文
献
は
一
三

一
種
に
の
ぼ
り
、
関
連
す
る
史
料
・
文
献
は
殆
ど
博
捜
し
尽
さ
れ

史
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て
い
る
。
全
編
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
三
七
種
に
及
ぶ
個

人
文
集
を
丹
念
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
上
奏
文

や
書
簡
に
よ
っ
て
当
事
者
の
生
の
意
見
・
主
張
を
明
示
し
て
い
る

こ
と
も
説
得
的
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
嘉
靖
・
隆
慶
期
の
対
モ
ン

ゴ
ル
政
策
を
突
破
口
と
し
て
、
①
当
該
時
期
に
お
け
る
内
閣
の
役

割
の
変
化
や
権
限
の
強
化
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
②
隆

慶
和
議
の
政
治
過
程
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
③
明
朝
の
政
策
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
或
い
は
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
の
か
。
④
世

宗
・
穆
宗
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
政
策
決
定
や
政
治
シ
ス
テ
ム
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
等
、
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
を
た

て
て
考
察
を
加
え
、
各
々
に
つ
い
て
説
得
的
な
見
解
を
示
し
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
ア
ル
タ
ン
の
封
貢
問
題
、
陝
西

で
の
互
市
実
施
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
扱
っ
た
第
四
・
五
章
は
本

書
の
白
眉
で
、
従
来
使
わ
れ
な
か
っ
た
史
料
を
も
駆
使
し
て
、
隆

慶
和
議
の
複
雑
な
実
像
を
解
明
し
た
も
の
で
高
く
評
価
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
評
者
は
③
も
高
く
評
価
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
嘉

靖
・
隆
慶
期
の
政
策
と
そ
の
決
定
過
程
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
政
治
の
動
き
は
、
今
日
の
政
界
を
見
て
も

そ
う
だ
が
、
案
件
ご
と
に
人
が
離
合
集
散
し
、
実
体
が
あ
る
の
か

な
い
の
か
曖
昧
で
、
把
握
し
に
く
い
面
が
あ
る
が
、
著
者
は
い
く

つ
か
の
テ
ー
マ
を
た
て
、
こ
れ
を
梃
子
に
し
て
、
嘉
靖
・
隆
慶
期

の
政
治
の
世
界
を
切
り
開
き
、
鮮
や
か
な
断
面
を
み
せ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
著
者
の
意
向
と
と
も
に
京
大
学
術
出
版
会
の
方
針
か
も
し

れ
な
い
が
、
本
書
で
は
特
に
中
国
史
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
人
以

外
に
も
読
者
を
広
げ
る
為
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
評

価
で
き
る
。
書
名
や
各
章
の
タ
イ
ト
ル
も
分
か
り
や
す
い
し
、
文

中
で
地
図
や
表
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
。（
も

っ
と
も
各
章
の
内
容
は
極
く
堅
固
な
研
究
論
文
だ
が
。）
序
章
で

は
基
本
的
な
用
語
や
政
治
情
勢
を
解
説
し
て
お
り
、
本
文
中
の
引

用
史
料
に
は
正
確
且
つ
こ
な
れ
た
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

分
り
や
す
い
。
何
よ
り
四
四
八
頁
に
及
ぶ
著
書
な
の
に
価
格
が
四

五
〇
〇
円
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
い
く
つ
か
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
八
〇
頁
で
著

者
も
そ
の
方
針
を
述
べ
て
い
る
が
、
多
く
の
文
集
を
博
捜
し
、
直

接
当
事
者
の
意
見
や
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が
本

書
の
優
れ
た
点
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、

浅
井
紀
氏
が
、
徐
鴻
儒
の
乱
を
考
察
す
る
為
に
官
側
の
総
責
任
者

だ
っ
た
趙
彦
の
『
平
妖
奏
議
』
を
使
用
す
る
に
当
た
り

一
般
的
に
い
っ
て
、
直
接
当
事
者
の
筆
に
な
る
史
料
は
、
最

高
の
根
本
史
料
と
な
り
得
る
可
能
性
と
同
時
に
、
記
述
内
容

と
撰
者
と
の
強
い
利
害
関
係
に
因
る
、
真
実
の
隠
蔽
・
歪

曲
・
誇
張
の
可
能
性
も
強
く
な
り
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
慎
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重
を
要
す
る
。（『
明
清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』・
研

文
出
版
・
一
九
九
〇
年
・
一
四
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
誠
に
も
っ
と
も
な
指
摘
で
あ
る
。
勿
論
、
著
者

も
史
料
の
採
択
に
当
た
っ
て
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
、
王
崇
古
の
場
合
を
除
い
て
、
余
り

文
中
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
一
言
こ
と
わ
っ
て
お
い
た

方
が
よ
り
説
得
力
を
増
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
と

関
連
す
る
が
、
例
え
ば
礼
部
尚
書
Ａ
の
意
見
を
示
し
た
場
合
、
そ

れ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
礼
部
の
意
見
と
し
て
い
い
か
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
も
っ
と
Ａ
の
立
場
・
考
え
方
・
利
害
等
に
も
目
を
配
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
や
や
肩
書
偏
重
の
嫌
い
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
又
、
世
宗
と
穆
宗
の
政
治
姿
勢
を
分
析
す
る
際
、『
世

宗
実
録
』
と
『
穆
宗
実
録
』
の
性
格
の
相
違
に
つ
い
て
も
言
及
が

あ
れ
ば
、
よ
り
説
得
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
は

軍
制
史
に
引
き
寄
せ
て
の
コ
メ
ン
ト
だ
が
、
第
二
章
の
八
四
〜
八

六
頁
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
で
、
咸
寧
侯
仇
鸞
と
礼
部
尚
書
徐
階

の
方
針
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
対
モ
ン
ゴ
ル
政

策
の
面
か
ら
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
庚
戌
の
変
後
の
京
営
改
革
は
、
戎
政
府
の
設
立

と
と
も
に
、
兵
力
源
を
軍
戸
か
ら
所
謂
遊
民
・
無
頼
の
人
々
に
出

自
す
る
募
兵
・
家
丁
に
切
り
替
え
よ
う
と
す
る
大
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
。『
世
経
堂
集
』
に
は
、
こ
の
方
針
を
め
ぐ
っ
て
仇
鸞
・

兵
部
・
徐
階
ら
の
間
に
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
面
も
加
え
て
分
析
し
た
方
が
、
当
時
の
政
治
の
実
像

が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
又
、
評
者

は
明
代
中
期
以
降
、
軍
事
面
で
の
文
臣
優
位
の
強
化
が
一
つ
の
流

れ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
土
木
の
変
と
庚

戌
の
変
で
あ
る
。
特
に
庚
戌
の
変
後
に
戎
政
府
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
次
官
た
る
協
理
京
営
戎
政
に
兵
部
侍
郎
が
任
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
兵
部
の
権
限
が
軍
政
面
だ
け
で
な
く
、
軍
令
面

に
も
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
内
閣
の
権
限
が
強
化
さ

れ
た
の
と
同
じ
時
期
に
、
兵
部
の
権
限
も
一
段
と
強
化
さ
れ
た
と

思
う
。
兵
部
の
動
き
に
つ
い
て
は
第
四
・
五
章
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
あ
く
ま
で
内
閣
の
側
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。
兵
部
の
側
か

ら
の
検
討
も
あ
れ
ば
更
に
よ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
終
章

に
お
い
て
、
著
者
は
、
本
書
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
万
暦
政
治
へ
の

展
望
を
述
べ
、
こ
の
方
向
に
研
究
を
進
め
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

扱
う
時
代
の
幅
を
拡
大
す
る
こ
と
は
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
本
書
で
と
り
あ
げ
た
の
は
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
の
み
で

あ
る
。
嘉
靖
・
隆
慶
期
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
拡
大
・
考
察
す
る

こ
と
も
併
せ
て
進
め
て
戴
き
た
い
と
思
う
。

一
〜
二
感
想
め
い
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
望
蜀
の
言

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

二
二
四
（
二
二
四
）



で
あ
り
、
聊
か
も
本
書
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書

に
よ
っ
て
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
多
く
、
著
者
の
研
究

の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

な
お
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
川
越
泰
博
氏
も
『
東
洋
史
研
究
』

に
本
書
の
書
評
を
書
か
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
併
せ
て
読
ん
で

戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

書

評

二
二
五
（
二
二
五
）


